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Ｔ/ｂｃＷｉ〃Ｂz/"zs-パトスからエートスヘ

新井透

Ｉ 

ＴﾉﾉＣＷｊ/ｄＰﾛﾉﾉ"ｓは“Wil(ｌＰａｌｍｓ'，と“Ｏｌ(１Ｍａｎ”という２つの物語

が交互に書かれ，いわば「二重小説」の形式をとっている。かつてオドソネル

はこの２つの物語には;'１１互の関連性にとぼしく“unitｙ''がないという理由で

ＷｌｃＷﾉﾉ‘ﾙﾉﾉ"ｓは技法上失敗作であると決めつけた(')。またこの小説が１１１

版された当時，多くの文芸誌の書評にはメロドラマ的色彩が濃すぎると耐評さ

れていた(2)。しかし岐近ではＴ１〃ｅ１Ｗ/‘１Ｗ"'ｓのタイプ原稲にあった最初の

タイトルである“IflForgotTlleeJerusalem”が編集識の窓|ﾄﾞﾘで現在の

タイトルに変更されたために主題があいまいになったとして，「詩編」137章を

パラフレーズした原越の中に主題の一貫性を認めようとする意見がマクハニー

らによってなされ(3)，］脈ＷＷＰｍ"2ｓも正当な評(l11iを与えられるようにな

った。

ブォークナーはヴァージニア大学で学生の質問に対して次のように答えてい

る。

Ｔ１ｌｅｓｔｏｒｙｌｗａｓｔｒｙｉｎｇｔｏｔｅｌｌｗａｓｔllestoryoICI】arlottean〔l

HarryWill)ollrne［刀ｌｃＷＷｄＰ(7ﾉ"1s]，Ideci(1ｅｄｔｌＭｌｔｉｔｌｌｅｅ(le(I

contraI)untalqualitylikemusic・ＡｎｄｓｏＩｗｒｏｔｅｔｌ１ｅｏｔｈｅｒｓｔｏｒｙ

ｓｉｍｌ)ｌｙｔｏｕｎｄｅｒｌｉｎｅｔｈｅｓｔｏｒｙｏｆＣｌ】arlottean(ｌＨａｒｒｙ・Ｉｗｒｏｔｅ

ｔｈｅｔｗｏｓｔｏｒｉｅｓｂｙａｌｔｅｒｎａｔｅcl1apters．Ｉ'ｄｗｒｉｔｅｔｈｅｃｌ１ａｌ)tersoｆ 

ｏｎｅａｎ(ｌｔｌ１ｅｎｌｗｏｕｌｄｗｒｉｔｅｔｈｅｃｌ]aI)ｔｅｒｏｆｔＩＩｅｏｔｌｌｅｒｊｕｓｔａｓｔｌｌｃ 

ｍusicianl)ｕｔｓｉｎ－ｌ)utscounterpoint1〕ｅｈｉｎｄｔｌｌｅｔｈｅｍｅｔｈａｔｈｅ

ｉｓｗｏｒｋｉｎｇｗｉｔｈ.(‘〕

上記の引川にもあるようにフォークナーはシャーロヅトとハリーの物語を強
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洲するために，すなわちメインナーマを浮き彫りにしようとして恋図的に，（'１｝

ら関述性がないように)Uわれる》'１の物語をすぐ後につけ力Ⅱえている。他の彼の

('１;１W]，たとえばＬｊｇﾊﾉﾉ〃ノl'(BWS/と比較した場合，ジョークリスマスのスト

ーリーとリーナ・グＩコープのストーリーとの'１１１には腹雑な交錯があるが，１１ｶＧ

Ｗﾉﾉ。Ｐ(7/"１ｓにはそれが翠ら）)しない。独立した２つのストーリーが並列され

た状態でｲ１１瓦の関連性がない。しかしフニケークナーは対位法という言葉を川い

ているが，Ｉ１１Ｊｊ:の反響（“illter-reOectioll''）を蝋じとることができる。つま

り葛｝HlIと悲'1'１，４１１と死，ｌＩｌ然と郡Ｔｌ丁，女へのlIbiしゑと愛といったいくつかの対

立する概念が互いに反瀞し介っている。

また対立ばかりでなく２つの物語に共通した概念も認められる。ハリーがシ

(,－いツトの夫から逃亡を示唆された時llrilルた行為と背の商い囚人が妊ｸﾙを

侭き去りにして逃亡できたにもかかわらず，彼女を枚lILて)[ﾘ務所に戻ってく

る行為には共通の倫理感がある。二人は社会的に承れば敗北者のレッテルを貼

られるかも知れないが,彼らの１１１〔北は崇高なものへと商められろ｡イーハプ・ハ

ツサンは201止紀文学における11k北に対して窓施を認め，次のように述べている。

ｌｔｃ(,ｌｌｂｅｏｌ)scrvc(ｌａｔｃｌｏｓｅｒｒＫＩｌｌｇｃｉｌｌＩ１ｌｃｉｍａｇｅｏ（ａ〔lolesceIlt

heroes，tluecreatiollo（writersfromDreisertoWilliamFaulkner， 

w1loseeIlcouI1terwitllexperiencecol1(ｅｒｓｌｅｓｓｖａｌｕｅｏｎｗｏｒｌ(lly 

triuml)lｌｔｈａＩｌｏｌｌ（1eに;,t・Ｔｈａｔ（1e(ｅａｔｃｒｅａｔｅｓｉｌｓｏｗｎＩ〕eculillr

wl1ues-IlleyH,1℃lllcrllIi1lgwllllcso（ｒｃｃｅｎｔ｛ictioL(6) 

ハリーや囚人はllCII1illRwlIyのＷ>ＣＯﾉ(ノＭＨ〃のｌ(ノノハＣｓ“に幾場す

るサソチャゴ老人のように気ﾊﾞliい悲劇的精神を独↑()する。一巡の今までの

"YoknaI)ataWl)ＩＭｌＳａＲａ'，ではクェンティソ．コンプソソやジ§１－．クリスマ

スに見られるように苦悩のあくなき追求がllliかれているが，TｿｌＣＷＷｐｒ７ﾉﾉﾉﾉｓ

はＧｏＤｏｌ(ﾉ〃A化SCSやﾉﾉﾉﾉﾉｗ(ﾉｃｒ/〃ﾉﾉﾉＣＤＩ(s／等の１９４０ｲ'二代以後の作１１/,へ

の橘渡し的な役判を持っているように思われる。すなわち】脈Ｓｏｌｌ"。‘"‘

ﾉﾉﾉｃハイX)）やAOSﾛﾉo"ハノ1,sﾛﾉo"'ノに承られる述命に対する絶望的なＩＭﾄか

ら肯定的な棟ｲ'1に傾斜していく。ハリーはiVHMiの|U:界から普遍的な価値を恋誠

しつつある。

ギリシア語にパトス(1)atllos）という語があるが，元来は倫理を意味するエ
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_トス（etl]Cs）との対比で用いられた語で，Ii1j熱，情念という意味やアリスト

テレスの『形而上学』第５巻によれば苦悩，受難（１）assion）という意味があ

る(`)。

フォークナーの今までの作,Ｆ１ではパトスの１１:界が圧倒的であったが，T此

Ｗﾉﾉ(ノ１Ｗ"'３においてパトスからエートスへと移行を見ることができる。す

なわちハリー・ウィルポーンという主人公を通してパトスの世界を克服して倫

理性（エートス）を獲得する姿を見ることができる。

１１ 

ハリー・ウィルポーンが友人マゴードに語る次の言葉は現代人の状況の不安

を雄弁に表わしている。

ＴｈｅｒｅｉｓｎｏＩ〕laceＩｏｒｉｔ［love］ｉｎｔｌｌｅｗｏｒｌ(Ｉｔｏday，ｎｏｔｅｖｅｎｉｌｌ

Ｕｔａｈ・Ｗｅｌ１ａｖｅｅｌｉｍｉｎａｔｅｄｉｔ、Ｉｔｔｏｏｋｕｓａｌｏｎｇｔｉｍｅ，１)ｕｔｍａｎ

ｉｓｒｅｓｏｕｒｃｅｆｕｌａｎ(llimitlessininveIltingtoo，ａｎｄｓｏｗｅｈａｖｅｇｏｔ 

ｒｉｄｏｆｌｏｖｅａｔｌａｓｔｊｕｓｔａｓｗｅｌｌａｖｅｇｏｔｒｉｄｏｆＣｈｒｉｓｔ.(7) 

ハリーは物質文明によって愛も(洲1も失なわれてしまったと考える。物質文!ﾘ１

のシンボルは金である。ハリーとシャーｉｎヅトの愛も金によって翻弄されてい

る。彼が1,278ドル入ったサイフを過然拾わなかったならば２人の愛はとっく

に終っていたであろうし，彼らにもっと金があったらユタ州のような寒いとこ

ろに行かずにすんだであろう。金は２人の愛の間にたえずしのびこんでくる。

ハリーは貧しいインターン時代，恋人と無縁のｌ１ｌｊ代次のように独白する。“I

haverepudiatedmoney『1,(lIlencelove.''(1).２７）一方シヤーロツトはハ

リーとシカゴへ逃避行する前に彼に次のように言う。

……tlDesecon(ＩｔｉｍｅｌｃｖｅｒＲａｗｙｏｕｌｌｅａｒｎｅｄｗｈａｔｌｈａｄｒｅａｄｉｎ 

ｌ)ｏｏｋｓｂｕｔｎｅｖｅｒｈａ(ｌａｃｔｕａｌｌｙｌ)elievc(1：ｔｈａｔｌｏｖｅａｎ〔ＩｓｕＨｅｒｉｎｇ

ａｒｅｔｈｅｓａｍｅｔｈｉｎｇａｎ(ＩｔｈａｔｔＩ１ｅｖａｌｕｅｏｆｌｏｖｅｉｓｔｈｅｓｕｍｏｆｗｈａｔ 

ｙｏｕｈａｖｅｔｏｌ)ａｙｆｏｒｉｔａｎｄａｎｙｔｉｍｅｙｏｕｇｅｔｉｔｃｈｅａｐｙｏｕｌ】ave

cheatedyourself．（１）､３７） 
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２人とも愛と金とは密接な関係にあると考えているが，特にシャーロットにと

って「愛のllli値はそのために支払わねばならない代償の額だ」と考え，お金は

愛のメタファーになっている。

次にHarryWilbourneの名前について考えて承たい｡なぜならHawthorne

のいろいろな小説にみられるように名前がアレゴリカルな意味を持つと考えら

れるからである。ｗｉｌｌには遺言とか情熱（desire）という意味もある。すなわ

ちウィルポーンは父の意志とシャーロットヘの愛の欲望という二重の象徴的

な意味を負っている。ハリーはシャーロットに出会わなかったならば“Wild

Palms”に登場するニューオリンズの中年医師のように，インターンを終え父

の遺言どおり，ピューリタン的な禁欲主義者で平凡なブルジョワになっていた

であろう。シャーロットとの出会いによって，つまり彼女に対する情熱や欲望

(will）のためにハリーはすべてを失ってしまう。父の遺言(will）に反して医

師の免許を途｢１１で断念し，また義姉への送金もやめて，シャーロットのように

家族の絆も断ち切る。このように父の意志に反する行為を行なうことは大人に

なるというでもあり，イノセソトな世界から経験の世界に入る（イニシエイシ

ョソ）ということでもある。また父の意志は神の意志を暗示していて，現代人

が神を捨てた（"repudiate，'）と考えることができる。故に前に引用したハリ

ーの実存主義的な意味合いを含んだ言葉は現実味を滞びてくる。

MalamudのＡｊＷＩＵＬ加という小説にレヴィンという主人公が出てくる。

彼は社会にうと〈（すなわち社会から疎外されている)，へまばかりする道化

的人物であるが，誇りを捨てず，自己の自由を放棄して愛を選ぶ。ハリーもそ

うだが，レヴィンも姦通という社会の徒を破り，追放されてしまう。二人とも

悲劇的な運命を通して，愛とlL1己発見という個人的な価値に目を向ける。レヴ

ィンはハリ－のように愛する女を失わずにハッピーエンドで終っている点で差

異が見られるが，共に現代人の苦悩を象徴している。

ハリーの愛人シャーロット・リトソメイヤーはフォークナーの初期の小説に

登場する女性たち－Ｍ１，sqiljj0csのミス・ジェイムソソやペトリシア，ある

いはSoJdjeγ'ｓＰ(Uノの中のマーガレット・パワーらと同様，過剰なiコマソテ

ィシズムの世界に没頭する。またｍＣＷＷＰ(J〃"ｓが出版された1939年当時，

フォークナーはずっとハリウッドの映画会社で仕事をしており，ミーク・カー

ペンクーという南部の女性とそこで知り合い，深い仲になっていたことは有名

である。その頃のフォークナーはエステラと結婚し，娘のジルがいたが，夫婦
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仲は冷え切っていて，ミータとの関係はハリーとシ､'－１ゴットの関係と同搬，

社会)､念では許されないlI1jl}'jになっていた。したがってシャーロットはミー

タ・カーペンターを投影していると言えなくもない。

プ『`ヅトブーーが伝記の''１で指摘しているように，シャー'２ツトはフォークナ

ーがニューオリソズでシャーウッド・アソダソソらと郷していた当時の恋人へ

レソにも』し休的に似ている(8)｡たとえばシャーロットの“1)urnscar”や兄如が

新ｌｌｌ１？l:に勤めていたことなど実際のへレンにもあてはまる。ｺﾞｿﾉｃＷＷＰｔ７ｂ"ｓ

におけるハリーとシャー『』ツトの愛は虚構の世界だが，フォークナーにとって

エステラとの葛藤からのがれたいとする現実逃避をＩ１ｉｆ示している。

シャー、ツトが初めてハリーに出会った時兄との関係を次のように告１４Ｉする。

Ｉｌｉｋｅ(Ｉｍｙｏｌ(1ｅｓｔｂｒｏｔｌ１ｅｒｔｈｅｂｅｓｔｂｕｔｙｏｕｃａｎ'tsleel）ｗｉｔｈｙｏｕｒ 

ｌ〕ｒｏｔｌｌｅｒａｎｄｌｌｅａｎ〔ＩＲａｔｒｏｏｍｅｄｔｏｇｅｔｌ１ｅｒｉｎｓｃｌ１ｏｏｌｓｏｌｍａｒｒｉｅｄ

ＲａｔａｌＤ(ｌｎｏｗｌ'ｖｅｇｏｔｔｗｏｇｉｒｌｓ，ａｎｄｗｌ〕ｅｎｌｗａｓｓｅｖｅｎｙｅａｒｓｏｌ(１

１ｆｅｌｌｉｎｔｈｅlirel)１ace，ｍｙｌ)rotl]ｅｒａ､〔１１ｗｅｒｅ（ｉｇ１】tｉｎｇ，ａ,,〔１ｔl】ａｔ's

tllescar．(1).３１） 

シャー｢'ツトのやけどの似はフォークナーがフロイトの木を読んだことがない

と否定するにもかかわらず“trauma”を連想させる。この傷は彼女の欲望の

象徴であり，父親のような夫からのがれ，ハリーを求めるようになる。すなわ

ちシャーロットにとってハリーは兄の代理であり，兄妹関係の延長である。ハ

リーは当然そのようには考えないので二人の愛し力には微妙な述いが』iしられ，

彼を不安にさせる。

シ､,,＿ロットの夫は例のili年医｢Ⅱiのように典型的な'１１雄階級の人''１１で，とり

すまして世,,,１体を気にする小心者である。彼らはハリーやシャーロットの否定

する物質至上主義の世界，すなわちブルジョワジーの化身ともいえる。シャー

ロットは夫に代表される塊り(社会のそうした抑圧に反発して,ハリーのような

ナイーヴな青年に魅かれる。彼女は兄に対してできなかった':'''１奔放な，つま

りエデソの園を追放される以iiiのアダムとイヴのような関係をハリーに求める。

彼女は4kの象徴であり，キリスト教的道徳から逸脱したディオニソス的快楽='：

鑓者でもある。

シャーロヅトはまたlolU:紀末，古い社会慣習にｌＩ１１ﾊ;された女の性を解き放つ
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たKateCllopinの衝撃的な作iWIであるＴＹｌｃＡｔ(ﾉαﾙc"ｊ"ｇ(1899年出版）のヒ

ロイン，エドナに共通した要素が数多く見られる。プロットナーのFlz"ﾉﾙ"〃：

ＡＢｉ０ｇγα，ノリの索引にはKateChopinの名前は載っていないが，結婚して

ニューオリンズに住んで文筆活動をしていた彼女のことは耳にしていたのでは

ないだろうか。、lｿｉｃＡｔＵａﾙc"ｊ"ｇ以後，彼女は非難に嫌気をさしてか文筆活動

をやめている。］ｎｌｌｅＡｌ(）αAC"ｊ"ｇの中でニドナ・ポソテリエール夫人は“Ｏｌｄ

Ｍａｎ，'にも出てくるケイジャソ（ルイジアブー州に住むAcadia人の子孫）の

中産階級特有のスノビズムにうんざりして，ある青年と深い仲になり愛にめざ

めていく。彼女はその若者に情熱を燃やすが，その愛も永続するものでないと

知った時，夫や二人の娘たちを残して海の中に入って行くところでこの小説は

終っている。ピューリタン的色彩の強い当時の風土では社会道徳に反するもの

として発売禁止になってしまった。

エドナの自殺の原因はパトスの極限まで突き進んだからである。またシャー

ロットも海で死にたいという願望を抱いているのは興味深い。“Il1adrather

drownintheocean……，，(1).６１）水は再生のシンボルであり，すべてを清め

る力を持っている。エドナやシャーロットには闇の無意識的な力，すなわち

HawthorneのＺ物ＣＢＪｲﾉﾊGd『んＲｏ"M【"ｃｃの中でゼノヴィアを水死に追いこ

むものと同じような力がしのび寄っている。それはフロイトのエロスとタナト

スの両極性といっても災いだろう。彼女たちは死によってしかその力からのが

れることはできない。また死によってゑづからの罪を清めることができると考

える。エドブーもシャーロットも姦通を犯し，その償いとして死を運命づけられ

ているのだ。

トニー・クナーは『姦通の文学』の中でドニ.F・ルージュモソの『愛につ

いて』を引)i]して姦通を犯したいという願望の原因について説明している。要

約すると次のようである。

姦通を題材とする文学は古くから欧米において最も大きな関心事の一つで

あった。我戈読者はこうした法を破る恋愛にいかに執勧に取り濁れている

かを暴露し，それはおぞましい現実から逃れたいという願望のしるしでは

ないだろうか。この病の原因をつきつめれば結婚という制度と人間の奥底

には結婚を破壊せずにはおかぬ何屯のかが存在する。こうした「情熱」は

「暗黒」を欲し，一切を理想化された姿に変える「死」によって勝利をお
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さめるものだ(9)。

「陪黒」とは「無」ということであり，対象を失い無対象になることで，こ

れはパトスの深化を意味する。シャーロットが出産をｲ[i絶するのは上記の引川

にあるように結婚という制度を破壊しようとする「情熱」からなのである。す

なわち彼女はハリーを愛していないから出産を望まないというのではなく，１１１

座によって再び彼女が結婚制度に組象込まれてしまうことを恐れたのである。

彼女は男を愛するというよりも愛という概念に取り懸かれていた。したがって

彼女はハリーに向って二人の恋人が死んでも愛は不滅だと語ることができる。

オルガ，ヴィカリーはシャーロットがハリーに堕胎手術をしてくれるように

主張したのは社会的な徒だけでなく121然の徒に対する絶望的な挑戦であると税

Ⅲ]している('0)。さらにつけ力Ⅱえるならばシャー画ツトのI:1然に対する挑戦は

形而上的なものであったと考えることができる。それはエドナと同様，中産階

級の産物である結婚制度に対する反発であり，愛の]１Ｍ魁（i(leal）に取り懸かれ

た現実からの超越，すなわち「'1門無」への「傭熱」である。

ハリーはシャーロットの「愛の遮随者」であるが，lrIli守に彼女は破壊的ﾉﾉを

もつ脅威でもある。その意味で囚人の女に対する恐`IIiと共通している。つまり

囚人にとって女は裏切り者であり，彼を破滅に猟く゜ハリーに対してシャー｢』

ヅトは，フォークナーの'二1然観にも通じるのであるが，母なる豊穣の大地を象

徴すると同時にゑづからを破滅に導くの糸たらず，彼女を愛する人との生活ま

でも破壊する。したがってマクハニーがすでに指摘しているようにシャーロッ

トの“femininesexuality”は“ＯｌｄＭａｎ'’の洪水と比較することができ

る。あるいはメクファーであるといってもよい。

プルヅクスはフォークナーの女性観について次のように税U)している。

女というものは，徳の源外しであり，担い手であり，また悪の主たる源泉で

もある……女には智１(｝すべき道徳律（コード）もないし－経験しなけれ

ばならぬ人生開眼もない……女は自然に近い。＜女性の原理(フェミニン・

プリンシプル)＞は，本能的かつF1然なものに密接に関連している。すｿjミ

わち，女は典型的に倫I11I1lH（エートス）よりもむしろ情念（パトス）を表

現するものである｡(皿）
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上のり|〃lはＷｌＣＳｏＺＣ"。α"‘Ｆ７"ｙについて説Ujしている箇所であるが，Ｔ舵

ＷＷＰｌＵｂ"ｓにもあてはめることができる。ハリーはシャーロットによってイ

ニシエイシ罰ソを経験する。すなわち単に女を知ると言うだけでなく，今まで

ロをつぶっていた世界を知るということである。彼は女に対して献身的に愛し，

その結果，すべてを失い，受難（パトス）をこうむる。しかしながらそのよう

な苦悩を経てハリーは“betweengriefandnotllinglwilltakegrief'’

(1)､228)という境地に達する。死を否定すること，逆に言えば生の肯定であり，

自己発見とエートスの表ＤＩＩである。「悲しみを選ぶ」ことにより|÷1分を窓観的

に見つめ，シャーロットの破壊的なカーパトス（情念）を克服する。刑務所

でのハリーのこのような変貌はHawthorneのＴﾉﾉＣＭｌＺγbﾉＣｌＶｈＷ〃に出てく

る殺人を犯したドナテロについてのケニヨンの言葉を連想させる。

“Ｓｉｎｈａｓｅ(IucatedDonatello，ａｎ(lelevate〔l1uim，Ｉｓｓｉｎ，ｔｈｅｎ－

ｗｈｉｃｌ１ｗｅ〔leemsuchadreadfulblacknessintlleuniverse-is

it，likesorrow，ｍｅｒｅｌｙａｎｅｌｅｍｅｎｔｏｆｈｕｍａ１１ｅｄｌｌｃation，ｔｌｌｒｏｕｇｈ 

ｗｈｉｃｌｌｗｅｓｔｒｕｇｇｌｅｔｏａｈigl】ｅｒａ１１ｄｌ)urerstatetlMl11wccoul(I

otherwisellaveattained？ＤｉｄＡ〔Iamfall，tl1atwemigl1tultimately

risetｏａｌａｒｌｏｆｔｉｅｒｌ)aradisetl1anl】ｉｓ？''('2）

ケニヨソはドナテロの犯した罪（僧侶の殺害）を「iilllh記」におけるアダム

の「堕落」と結びつけて「幸福な堕落」と呼ぶ。すなわちドナテロはイノセソ

スの喪失とひきかえに現実世界の苦悩と孤独（受難）を経験し，精神的にも道

徳的にも成熟した人ＩＵに変貌する。

ハリーの場合には，彼はアダムのように女の誘惑によって姦通（a(1ultcry）

や堕胎（a})ortion）というキリスト教道徳に反する罪を犯した。しかしそれは

彼がイノセントで社会に対する責任感が欠けていたからである。彼もまた刑務

所に入って粉神的にも，道徳的にも成熟し，崇崗なものを志向する悲劇的認識

を狸得する。したがってハリーはシャーロットヘの愛（パトス）を通して倫理

性（エートス）を独得する。

Ⅲ 

Themoviescoul(ICI〕ａｎｇｅｉｔ［title］ａｓｔｌＩｅｙ(1i(１sα"C/"α”，ａｎｄｌ
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ｔｌ１ｉｎｋｉｔｉｓａｇｏｏ〔Ititle、Ｉｔｉｎｖｅｎｔｅ(Iitsel（ａｓａｔｉｔｌｅ（ｏｒｔ１ｌｅｃｌｌａＩ)ter

inwllichCharlottedieda1ldwllcreWil1〕ournesai(Ｉ‘BetweengrieI

andnotllinglwillｔａｋｅｇｒｉｅｆ’ａｎ〔Ｉｗｌ１ｉｃｈｉｓｔｌｌｅｔｌｌｅｍｅｏｆｔｌｌｅ

ｗｌｌｏｌｅｌ〕ook，tlDeconvictstoryl)eingjustcounterl〕ointtosllarI〕ｃｌｌ
ｄ３) 

it..…． 

上記のり|)1]は1938ｲ１２７ﾉ]ランダム・ハウス社のRobertK、Ｈａａｓにあてた

フォークナーの手紙の一部である。フォークナーはここでも囚人の物語すなわ

ち“０１(１Ｍａｎ'’は“Wil(IPalIns''を１１]象づけるための対位法でしかないと

述ぺているが，注|='すべきなのは原題の“I（IForgotThce，Jerusalem,'，

があってこそ主題が生きてくると主張している点である。フォークナーはＺ１ﾉｌｃ

ＷＷＰａﾉﾉ"ｓの'11版される前に編集者によるタイトルの変更に対して抗議して

いる。オリジナルタイトルの赦要Ｗｌ:についてはすでにマクハニーをはじめ多く

の批評家によって指摘されているように，２つの物語に“unity，'を与える鍵

であるはずだった。

オリジナルタイトルのもとになっている「詩編」鮒137章では，パピ'】ソの

Iiliわれ人にエルサレムの地を忘れてはならないと警ｲ!；している。「エレミヤ哀

歌」節1章ではエルリ･レノ､は擬人法で“tlle（laughteroIzion'，と表わされ

ているように「女」をⅡ問示する。すなわちハリーにとって女とはシャーiコット

であり，囚人にとっては彼を裏切ったﾂＩ!深き女でもある。ハリーは現実社会を

超越した女に対する純粋な愛のliliわれ人であるが，一方囚人は文字どおりのｌｉｌｉ

われ人で，荒れ狂うミシシッピー河（ハリーにとって１Ｍ実の荒波と同時)こシャ

ーｗツトの“(emininesexuality'，を象徴する）の｢'１で肢も恐れる女と二人

きりの生活をする。女と一緒にいること|１１体，ｌﾉﾘ人にとって〕１１１称所以｣己の不安

を意味する。

囚人は201U:紀ではなく，もっと『!”llli化だったならば英jlIiになっていたであ

ろう。彼は荒れ狂う'二l然に立ちl/Ｉい，女を牧１１Ｉする。しかし彼の勇敢な行為は

現代の両(jI(主義のメカニズノ､によって無視されてしまう。“０１(１Ｍan，，の妓後

の箇所で川人が“Woman－１'，と一言つぶやいて，-11皿て愛を否定する。

刑務所は囚人にとって女からのがれる避難所（sanctuary）であったし，これ

からもそうであろう。この囚人の岐後の言梨は“ＯｌｄＭａＩｌ，'の初めの章にあ

る彼についての作者の次のような説Ⅲ)とつながりがあると思われる。“asellsc
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ｏｆｂｕｒｎｉｎｇａｎｄｉｍｌ)otc11toutrage'’つまり‘`Hisoutragewasdirecte〔１

ａｔ】ＩＣＩ)rintedwordbutattheparadoxicalfａｃｔｔｈａｔｈｅｈａｄｂｅｅｎｆｏｒｃｅｄ

ｔｏｃｏｍｅｌｌeｒｃｏｆｌｌｉｓｏｗｎfreechoicean〔Iwill・ツ（pI).20-21)囚人はゑづ

からの|:１１１１意志によって刑務所に入らざるを得なかった矛盾に満ちた現実に対

してどうしようもない怒りを感じ続けた。心111学で「ダブル,パイソド」とい

う用語があるが，囚人もこうしたジレンマに陥って「二重拘束」の状態になっ

ている。たとえ彼の思考力が幼稚で神の存在を知らないにしても，今の状況が

彼に定められた運命なのかMllれないということは動物的な彼の直観力で認識

していたであろう。知的能力で迩命の抗しがたい力を知ったハリーとは対照的

である。

女の脅威を恐れてゑづから進んで刑務所に戻ってくる囚人と「悲しゑを選択

して」）'１１務所に入るハリー，フォークナーはパラドックスの効果を念頭に世い

て，わざわざ２つの異なった物語を交互に表わしたと言えよう。しかし残念な

ことにタイトルの変更によって彼の意図は十分には伝わらなかった。

Ⅳ 

フォークナーは二人の「アソチヒーロー」を対位法的に表現することによっ

て，現代社会が直面している人間の悲劇的状況を一層際立たせることができた。

一方は愛を追求し，もう一力は愛からのがれようとして「受難」を経験する。

二人の主人公の物語は究極的に倫理性の独得へ向かう。すなわち小説全休から

承ればパトスからエートスヘという構図になっている。

フォークナーは1952年フランス人学４１１のインタヴューで次のように語ってい

る。

"Man,”ｈｅ［Faulkner］saidgravely，“isfreeaIl(ｌｌｌｅｉｓｒｅｓｌ)o昨

siblc，terriblyresl)onsil)le……ＭａＩ１ｉｓｉｍｌ〕ortantbecausehepossesses

amoralSense・Ｉｈａｖｅｔｒｅｍｅｌｕｄｏｕｓｌａｉｔｈｉｎｍａｎ，ｉｎｓＩ〕ｉｔｅｏｆａｌｌ

ｈｉｓｆａｕｌｔｓａｎｄｈｉｓｌｉｍｉｔａｔions.''(!`） 

個人的lL1111を放棄して，）ii徳的意識("amoralsense''）を独得するハリーは

フォークナーの後期の作,Y,に盗場する肯定的な人物と共通の要素を持っている。

1930年代後半までに書かれたフォークナーの作IW1に登場する主人公の多くは破
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減していく場合が多いが，Ｉ脈ＷＷノｊｌ７ｂ"ｓを境に傾向が変わってきている。

Iili念を強調したそれまでの多くの''１５，Ｈ１と比較して，倫理性とｉｌＭ和を示唆するよ

うになる。しかしそれはかつて］泥ＳＯＩ("(ノα"(ノノハｅＦＷ”’やノ１６sﾛﾉ0"Ｉ，

ﾉ１６sαﾉo）"ノといった傑作，すなわちコンプソソ家や-リートペン家の悲劇を41:駆出

したエネルギーと比べると見劣りするのは否めない。それが作家フォークナー

の成熟と筒えるのか,それとも力の変えと言えるのか,いずれにしてもフォーク

ナー文学が完成に向かおうとしていると言うことであろう。７ｶＧWＷ/ｄノ豹ﾉ)ﾉﾉS

はその折り返し地点に立つ作,WIではないだろうか。
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